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概要：関係性の浅い人同士の会話時には，人は緊張した状態である可能性が高い．緊張した状態で沈黙が
生じた場合，会話が活発に行えなくなる恐れがある．この問題は，互いのノンバーバル情報が伝わりにく
い遠隔コミュニケーション時に特に起こりやすい．沈黙が続いた場合に自動的に話題提示を行う手法など
が提案されているが，緊張した状態で話題提供をされても，多くの人にとってはその話題で活発に会話を
行うことは困難である．この問題を解決するためには，話題提供前にユーザの緊張を緩和させることが必
要であると考えられる．この考えをもとに，ユーモラスな話題提供を行うエージェントを提案する．本稿
では，この検討内容について報告を行う．

1. はじめに
人間関係の浅い人同士でコミュニケーションを行う際，

人は緊張した状態である可能性が高い．このような状態で
コミュニケーションを行うと，会話が途絶えることがある．
さらに近年増加傾向のある遠隔でのコミュニケーション [1]

の場合，対面でのコミュニケーションと比較してノンバー
バル情報が欠落してるため，会話が途切れやすくなる．こ
のような背景より，遠隔で人間関係の浅い人同士でコミュ
ニケーションを行う際，緊張の影響で活発に会話を行えな
いことが多いという問題がある．
上記の問題を踏まえ，本研究では，会話が活発に行える

ようにするために，緊張の緩和と話題の提供を行うエー
ジェントを提案する．具体的には，緊張を緩和させる方法
としてユーモアに着目した．エージェントが人の発言に含
まれる単語を聞き間違えるというユーモアのある発言を行
い，聞き間違えた単語と概念の類似度が高い話題を提供す
る．本稿の貢献は，エージェントを用いてユーモラスな話
題提供方法を提案したことである．

2. 関連研究
2.1 ユーモア発言をするエージェントに関する研究
学術的にユーモアは，哲学，心理学，言語学など様々な

観点から多角的に研究されている [2]．Holmesは，職場に
おけるユーモアの効果を検証し，心身の健康や職務遂行
能力の自己評価に対して良い効果があることを明らかに
した [3]．ユーモアは人同士の関係にのみ良い効果がある
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のではなく，人とエージェント間の関係においても，親和
的な関係の形成に有効であることが分かっている [4][5][6]．
ユーモア発言に関する研究は様々な方法で行われている．
Dybalaらは，ユーザの発言中の語彙を異なる用法で使用
した駄洒落文を生成するエージェントを提案している [7]．
関は，ユーザ発言文の一部をシステムが疑似的な聞き間違
えて聞き返すようなユーモア発言を行うエージェントを提
案している [8]．

2.2 話題提供に関する研究
人同士の会話時の話題提供に関する研究は様々な方法で

行われている．Sunayamaらは，発話内容に関する話題提
供によるコミュニケーションの継続支援を提案した [9]．伊
藤らは，対面コミュニケーションの場における気まずい空
気の緩和を目的とし，視覚的に話題を提供する雑談支援シ
ステムを提案した [10]．木村らは，雑談の自然な転換をサ
ポートすることを目的とし，新たな話題候補を提示するこ
とで気まずさを感じさせず話題の転換をできるシステムを
提案した [11]．

3. 研究課題
人間関係の浅い人同士のコミュニケーションでは，人々

は緊張した状態になる可能性が高い．加えて，遠隔でのコ
ミュニケーションが増加しているが，対面でのコミュニ
ケーションと比較してノンバーバル情報が不足すると知ら
れている．これより，会話中に沈黙が発生したり，会話を
活発に行えないことが考えられる．
既存研究において，発話内容に関する話題を AR画面に

出力する方法 [9]や質問テンプレートやWeb上で頻繁に投



図 1 想定される対話例

稿されている単語を話題としてスマートフォンの画面に提
示させる方法 [10] で話題を提供する取り組みがある．しか
し，これらの研究では緊張の緩和をしないまま話題を提供
しているため，活発に会話を行えないという問題がある．
上記を踏まえ，本稿ではエージェントが人同士の会話に話
題提供する際に，緊張を緩和させることで活発に会話を行
えるようにすることを研究課題とする．

4. 提案手法
3章で提案した研究課題を達成するために，ユーモアに

着目する．ユーモアには緊張を緩和させる効果があると考
えられる．この着目を元に，話題提供の前にエージェント
が聞き間違いボケというユーモア発言を行うことで，ユー
ザの緊張の緩和を行う提案をする．具体的には，ユーザ間
の会話中に沈黙状態となった場合，エージェントはその直
前の会話に含まれる単語を発音が近く意味の遠い単語に聞
き間違えるユーモア発言を行う．その後，聞き間違えた単
語から意味の近い話題を提供する．この提案により，ユー
ザの緊張が緩和され，提供された話題で活発に会話が行わ
れると考えられる．
本研究で想定される対話例を図 1に，提案手法のフロー

チャートを図 2に提示する．

5. 実装
本システムは，沈黙状態検出部・ユーモア生成部・話題

提供部からなる．沈黙状態検出部は，5秒間音声入力が行
われなかったことを沈黙として検出する．ユーモア生成部
は，ユーザの発言に応じてユーモアのある文章を生成する．
話題提供部は，ボケ単語と概念距離が近い話題を提供する．

5.1 事前準備
Wikipedia 日本語記事全文を MeCab[12] で形態素解析

図 2 提案手法のフローチャート

し，語彙的意味を担わない助詞などの不要品詞を除去して
分かち書きしたものをコーパスとする．コーパス内の単
語全てをボケ単語候補とする．続いて，コーパスをもとに
言語モデルの作成を行う．本研究における言語モデルと
は，単語間の概念の類似度 uを計算できるよう自然言語の
単語をベクトル表現したものであり，Word2vec[13] を用
いて作成する．概念の類似度 uの計算には，Word2vecの
similarityメソッドを用いる．このとき算出される値の値
域は-1.0～1.0であり，値が大きいほど単語間の概念が類似
していることを表す．

5.2 沈黙状態検出方法
本章では，沈黙状態検出方法について説明をする．音声

入力には pyaudioを使用する．ユーザの対話中は音声入力
を常に受け続けている．沈黙状態は，共著者間で議論した
結果，5秒間音声入力が行われなかった場合と定義する．
以上をまとめ，ユーザの音声入力が 5秒間行われなかった
場合に沈黙が発生したと検出する．

5.3 ユーモア生成方法
ユーモア生成の手法として，呉らの提案した手法 [14][15]

を参考にする．本章では，ユーモア生成手法について説明
をする．
5.3.1 置換元単語の決定
5.2節で定義された沈黙までのユーザらからの発言を入

力とする．入力文中の各名詞について，どの程度文のト
ピックに近いかを表すスコア stを算出し，stが最も高い名



詞を置換元単語とする．入力文中の全名詞からなる置換元
候補群を作成する．置換元候補群内の各名詞の stは下記
のように算出する．iは st を算出する置換元候補群の名詞
の位置，ds(k) は算出する置換元候補群の名詞と k 番目の
名詞の概念距離，nは置換元候補群の名詞数となっている．

st(i) =
1

n− 1

n∑
k=1,k ̸=i

ds(k) (1)

5.3.2 ボケ単語の決定
5.1節で作成したコーパス内の単語全てをボケ単語候補

とする．置換元単語に対して，意味が遠く，発音が近く，
認知度が高い単語をボケ単語候補の中から選定する．意味
が遠い単語を発見するために，置換元単語とボケ単語候補
に関する類似度 u(k)の逆数を用いて，意味の遠さを表すス
コア（ss）を算出する.ss は下記のように算出する．

ss =
1

n

n∑
k=1

1

1 + u(k)
(2)

発音が近い単語を発見するために，置換元単語とボケ単
語候補それぞれの母音を文字列にし，その文字列間の編集
距離 deを用いて，発音の近さを表すスコア（sp）を算出す
る．sp は下記のように算出する．

sp =
1

1 + de
(3)

認知度が高い単語を発見するために，日本語Wikipedia

記事全文での出現回数 f を用いて，認知度の高さを表すス
コア（sr）を算出する．sr は下記のように算出する．

sr = log f (4)

算出した ss, sp, sf を正規化・重み付けした合計値を sh

とする．すなわち，sh は下記のように求める．ws, wp, wf

は重み係数である．

sh = wsss + wpsp + wfsf (5)

shが最も高い単語をユーモアのある発言に使用するボケ単
語とする．

5.4 話題提供生成方法
Web上からニュースの主要トピックスの見出し文を取得

し，それらを話題候補文とする．下記のようにボケ単語と
各話題候補文中の各名詞単語の概念の類似度 simi として
Word2vecで算出し，各話題候補文数 nごとに類似度の平
均値を算出する．類似度の平均値が最も高い話題候補文を
話題文とし，話題文を psttsx3を用いて音声で出力する．

simmean =

n∑
i=1

simi

n
(6)

6. おわりに
本稿では，エージェントが人同士の会話に話題提供する

際に，緊張を緩和させることで活発に会話を行えるよう提
案を行った．具体的には，緊張を緩和させる効果があると
考えられるユーモアに着目し，人同士の会話が 5秒沈黙と
なった際に，エージェントが直前の単語に対して聞き間違
いボケを行う．その後，聞き間違えた単語に概念の類似度
が高いニュースサイトの見出しを話題として提供するシス
テムである．今後は，本稿で提案したシステムを用いて有
効性の調査を行う．
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